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31%
5,335億円
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1%
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1%
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海外住宅・建築・不動産事業
　米国、豪州、東南アジアなどを中心に戸建住宅や集合住宅の建築・販売を行うほか、
商業複合施設の開発なども手掛けています。また、脱炭素社会の実現へ向け、米国と
豪州、英国で中大規模木造建築プロジェクトに参画しています。2003年の米国進出か
ら21年、住友林業グループを支える事業に成長しました。
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資源環境事業
　国内やオセアニア、東南アジアで森林経営や森林アセットマネジメント事業を行うほか、
国内では主に木質資源を有効活用する再生可能エネルギー事業を展開しています。
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生活サービス事業
　有料老人ホームや在宅介護などの介護事業を中心に人々の暮らしをサポートする幅
広いサービスを展開しています。また、産官学の協働プロジェクトとしてオープンした
商業リゾート施設の開発に参画するなど、地域経済の活性化にも取り組んでいます。
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木材建材事業
　木材建材事業では、国内外での長年にわたる事業展開により構築したグローバルネッ
トワークのもとで、適正に管理された森林から良質な木材を安定的に調達しており、取
扱高国内No.1の木材・建材商社として、木材・建材の製造、流通まで幅広く事業を展
開しています。
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住宅事業
　主力の戸建注文住宅事業で培った設計力・技術力を活かし、木ならではの心地よさ
を提案する賃貸住宅事業、分譲住宅事業、リフォーム事業、緑化事業などを展開して
います。

 P.46

※1  2023年1月よりセグメント名称を住宅・建築事業は住宅事業に、海外住宅・不動産事業は海外住宅・建築・不動産事業に変更しています。  
また、建築事業は海外住宅・建築・不動産事業に移管しています。

※2  セグメント別構成比の算出にあたり、グループ間取引などの調整額（売上高327億円、経常利益4億円）は除いています。
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国内　約  4.8万ha
海外　約24.0万ha
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国内　  37社
海外　311社
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At a Glance




